
七
月
下
旬
か
ら
準
備
を
進
め
た
第

五
七
回
体
育
祭
は
予
定
ど
お
り
九
月

十
一
日
に
実
施
し
、
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
班
長
・
リ
ー
ダ
ー
長
を
は
じ
め
三

年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
、
結
団
式
、
応
援
練
習

な
ど
各
班
一
致
団
結
し
て
準
備
を
進

め
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
で
き

た
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
し
ま

す
。
直
前
の
台
風
一
四
号
に
よ
る
臨

時
休
校
な
ど
、
変
わ
り
や
す
い
秋
の

天
候
に
は
不
安
も
多
か
っ
た
が
、
予

行
練
習
や
会
場
設
営
な
ど
ほ
ぼ
予
定

ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。体

育
祭
当
日
は
、
気
温
も
高
く
な

く
絶
好
の
天
候
と
な
り
、
生
徒
の
高

校
生
ら
し
い
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
姿

を
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

堂
々
と
胸
を
張
っ
て
の
「
入
場
行
進
」

で
始
ま
っ
た
「
開
会
式
」
。
体
力
や

ス
ピ
ー
ド
の
限
界
に
挑
戦
し
た
「
一

五
〇
〇
ｍ
」
「
八
〇
〇
ｍ
」
「
一
〇
〇
ｍ
」
「
二
〇
〇
ｍ
」

の
個
人
種
目
、
伝
統
の
集
団
種
目
の
二
年
生
男
子
の
「
騎
馬

戦
」
、
三
年
男
子
の
「
棒
倒
し
」
、
二
・
三
年
女
子
の
「
女

の
意
地
」
、
そ
し
て
体
育
の
授
業
の
発
表
と
し
て
の
一
年
生

女
子
の
「
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
」
、
二
年
女
子
の
「
チ
ア
ダ
ン

ス
」
、
一
・
二
年
男
子
の
「
集
団
行
動
」
、
全
て
に
お
い
て

見
学
に
来
ら
れ
た
方
々
に
島
原
高
校
の
体
育
祭
の
魅
力
を
十

分
に
伝
え
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
班
活
動
の
集
大
成
と
し

て
の
「
応
援
合
戦
」
は
ど
の
班
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
差
が
つ
か
な
い
ほ
ど
優
れ
た
も
の
で
し
た
。

体
育
祭
の
最
終
種
目
は
本
校
恒
例
の
「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
で

す
が
、
班
別
に
競
っ
た
仲
間
も
島
原
高
校
の
仲
間
と
し
て
一

斉
に
肩
を
組
み
、
か
け
声
を
か
け
、
自
分
に
、
仲
間
に
、
そ

し
て
学
校
に
エ
ー
ル
を
送
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
も
高
ら
か

に
応
援
歌
を
合
唱
し
友
情
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

最
後
の
閉
会
式
で
は
小
松
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
音
頭
で
万
歳
三

唱
を
行
い
、
島
原
高
校
の
更
な
る
活
躍
を
祈
念
し
、
体
育
祭

を
終
了
し
ま
し
た
。

体
育
祭
に
か
け
る
生
徒
の
情
熱
と
爽
や
か
な
姿
は
今
後
の

島
原
高
校
の
未
来
を
更
に
明
る
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
体
育
祭
は
三
年
生
に
と
っ
て
高
校
生
活
最
後
の

大
き
な
学
校
行
事
で
あ
り
、
こ
の
後
、
受
験
に
向
け
本
格
的

に
準
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
体
育
祭
で
の
取
り

組
み
が
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
き
っ
と
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

体
育
祭
優
勝
班
生
徒
の
声

五
班

森

塚

倫

也

自
分
の
統
率
力
の
な
さ
が
痛
感
さ
れ
る
中
、
三
年
生

全
員
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
、
一
・
二
年
生
も
素

直
に
そ
れ
に
答
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
本
番
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技
の
部
で
は
、
最
初
か
ら
他

の
班
を
リ
ー
ド
し
、
圧
倒
的
な
力
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五
班
全
員
が
一
つ
に
な
り
頑

張
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
体
育
祭
を
開
催
す
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
、
協
力
し
て
く
れ
た
五
班
の
班
員
、
そ
し
て

応
援
リ
ー
ダ
ー
に
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。

（
競
技
の
部
優
勝
五
班
リ
ー
ダ
ー
長
）

応
援
合
戦
優
勝
班
生
徒
の
声

七
班

田

浦

喜

裕

応
援
活
動
を
通
じ
て
私
は
、
集
団
が
団
結
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
七
班
優
勝
と
い
う
結
果
も
、
他
の
班

に
勝
る
強
い
絆
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー

長
と
し
て
皆
を
一
つ
に
す
る
た
め
に
、
練
習
で
は
常
に
明
る

く
、
後
輩
と
も
出
来
る
限
り
気
軽
に
話
が
出
来
る
雰
囲
気
を

作
り
ま
し
た
。
普
通
な
ら
嫌
が
る
行
進
練
習
も
皆
よ
く
や
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
優
勝
に
向
か
っ
て
最
大
限
の
協
力
を
し
て
く
れ

た
七
班
の
皆
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
あ
り
が
と
う
。
』（

応
援
の
部
優
勝
七
班
リ
ー
ダ
ー
長
）
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青

き

楓

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
今
年
も
秋
が
深
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
我
が
家

の
柿
の
実
も
色
づ
き
は

じ
め
ま
し
た
。

二
学
期
開
始
早
々
、

青
楓
祭
（
大
文
化
祭
）
、

体
育
祭
と
立
て
続
け
に

大
き
な
学
校
行
事
が
あ

り
ま
し
た
。
「
創
り
だ

せ

文
化
の
架
け
橋

夢
の
せ
て
～
青
き
楓
の

新
た
な
挑
戦
～
」
の
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
青
楓
祭

は
、
文
化
部
や
学
級
が

発
表
・
展
示
・
ス
テ
ー

ジ
部
門
で
、
若
々
し
い

感
性
と
創
造
性
を
発
揮

し
て
く
れ
ま
し
た
。
一

方
、
第
五
七
回
体
育
祭

は
心
配
さ
れ
た
天
候
も

回
復
し
、
全
校
生
徒
が

優
勝
を
目
指
し
て
情
熱

を
燃
や
す
と
と
も
に
溌

剌
と
し
た
行
動
で
、
感

動
に
満
ち
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
逞
し
さ
と

優
美
さ
、
力
強
さ
と
ユ
ー

モ
ア
の
調
和
の
と
れ
た

体
育
祭
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
も

両
行
事
を
ご
観
覧
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
子
様

の
資
質
の
高
さ
に
お
気

づ
き
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
今
学
期
も

公
開
授
業
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ご
家
庭
と

は
一
味
違
っ
た
お
子
様

の
表
情
を
ま
た
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

第57回体育祭

二学期に入ってすぐの九月二日(金)と三日(土)の両日に、「創りだせ 文化の架け橋 夢のせて ～

青き楓の新たな挑戦～」という統一テーマのもとに、青楓祭が盛大に開催されました。三年に一度の大

文化祭とあって、文化部の他に、一・二年生の全クラスと三年生の三クラスの参加を得、さらに、特別

イベントとして島高音楽祭も開催されました。文化会館大ホールを会場としたステージの部では、各文

化部の発表に加えて、理数科の課題研究発表や二年三組の団結力あふれるダンスも披露されました。ま

た、本校の南校舎を会場とした展示・イベントの部では、お

化け屋敷、つまようじで制作

した絵画、巨大な壁紙、モザ

イク画、ドミノ、校内ゲーム

などの面白い企画も見られ、

お化け屋敷では大勢の人が詰

めかけて長蛇の列ができまし

た。当日は、保護者の方々 をはじめ一般の方々 にも多数ご来

場いただき、本校生徒の文化活動の様子を見ていただき、あり

がとうございました。また、本校美術部が制作した青楓祭のＰ

Ｒポスターを、島原市内外の商店などに掲示させていただきま

したが、ご協力いただいた事業所等にこの場を借りてお礼を申

し上げます。 （生徒会指導部 岸和行）

生徒会大文化祭担当
（三年七組 上田明日美）
青楓祭2005はいかがだったでしょうか。個人的には、全

員が楽しめる文化祭にしよう！と心に決めて運営しました。

何度も挫折しそうになりましたが、たくさんの人々 に支え

てもらい、本番を迎えることができたことに感謝していま

す。最後に … 休み返上で、暑い中一緒に作業をした役

員のみんな、体育祭も間

近だったのに、クラスの準備を抜けても文句一つ言わずにいてくれ

た三年七組のみんな、本当にありがとう。すごく楽しい文化祭でし

た。

（二年四組 福田あかり）
三年に一度の青楓祭ということで、

生徒会一丸となって計画運営し、無事に成功させることができました。

小文化祭とは違い、看板の制作や音楽祭など、初めてのことばかりで大

変でしたが、たくさんの人達に助けられました。こうして青楓祭の企画

運営に関わることができてよかったです。この青楓祭が見てくださった

方々 の思い出に残るものとなれば、嬉しいです。青楓祭運営に当たり支

えてくださったたくさんの方々 に感謝します。ありがとうございました。

大文化祭

応 援 活 動

入 場 行 進

サークル活動 リレー競技 バトンタッチの瞬間！



本
年
度
も
島
原

高
校
の
学
力
充
実

の
重
要
な
柱
と
な

る
雲
仙
学
習
合
宿

が
八
月
十
七
日
か

ら
六
泊
七
日
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

合
宿
中
は
自
己
の

計
画
に
従
っ
て
自

律
的
な
学
習
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
六
泊
七
日

の
合
宿
を
通
し
て
、
子
供
達
一
人
一
人
が
学
習
に
対
す
る
姿

勢
や
考
え
方
、
自
己
の
限
界
ま
で
学
習
に
取
り
組
む
集
中
力

と
忍
耐
力
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
感
じ
取
っ
て
く
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
五
八
回
生
三
年
生
は
、
文
化
祭
や
体
育
祭
で
大
活

躍
で
し
た
。
学
校
全
体
が
一
丸
と
な
る
二
つ
の
行
事
を
、
こ

ん
な
に
も
見
事
に
成
功
さ
せ
て
く
れ
た
と
感
動
し
て
い
ま
す
。

三
年
生
は
一
気
に
受
験
モ
ー
ド
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
受
験
の

結
果
が
出
て
し
ま
う
人
、
出
願
間
近
の
人
、
セ
ン
タ
ー
試
験

出
願
も
迫
っ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
本
格
的
に
進
路
目
標
達

成
の
瞬
間
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
大
切
な
の
が
①
心
身
の
健
康
管
理
に
努
め
②
仲
間

と
共
に
③
謙
虚
に
努
力
を
怠
ら
な
い
姿
勢
で
す
。
こ
こ
か
ら

が
正
念
場
。
五
八
回
生
の
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
進
路
目
標

達
成
に
向
け
て
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
我
々
は
学

校
を
あ
げ
て
君
達
を
支
援
し
ま
す
。

こ
の
夏
、
将
来
の
進
路
を
考
え
る
多
く
の
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
大
学
の
研
究
活
動
や
学
生
生
活
を
知
る
に
は
絶
好
の

機
会
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
本
校
か
ら
は
、
長
崎

大
学
・
九
州
大
学
・
熊
本
大
学
・
佐
賀
大
学
・
長
崎
総
合
科

学
大
学
の
五
大
学
に
総
勢
一
三
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大

学
入
試
制
度
の

変
更
点
や
学
部
・

学
科
の
説
明
を

受
け
た
り
、
模

擬
授
業
体
験
や

施
設
の
見
学
な

ど
を
行
い
ま
し

た
。
東
京
の
大

学
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
し
た
生
徒

も
い
ま
し
た
。

他
に
、
島
原
市

内
や
近
隣
町
の
病
院
で
の
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
や
長
崎
大
学

で
の
高
校
生
公
開
講
座
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
で
の
サ
イ
エ

ン
ス
キ
ャ
ン
プ
、
難
関
大
学
志
望
者
対
象
の
進
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
生
徒

達
は
日
頃
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
刺
激
と
新
た
な
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
十
二
月
の
修
学
旅
行
で
も
首
都
圏
の
先
端
企
業
や
研
究

所
お
よ
び
大
学
で
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。
各
自
の
夢
実
現

へ
向
け
て
、
さ
ら
に
意
識
を
高
め
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

県
下
の
全
公
立
高
等
学
校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
「
一
校

一
役
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
一
学
年
で
は
体
験
的
な
学
習

を
通
し
て
思
い
や
り
を
持
っ
た
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を

育
て
る
目
的
で
、
七
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
両
日
に
わ
た

り
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
知
的
障
害

者
更
正
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
通
所
授
産
施
設
、

養
護
学
校
と
い
っ
た
種
々
の
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。
生
徒

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
や
合
唱
等
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

や
、
施
設
の
方
々
が
行
っ
て
お
ら
れ
る
日
常
作
業
を
共
に
体

験
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
生
徒
は
、
普
段
の

学
校
生
活
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

感
想
文
の
中
に
も
「
障
害
を
持
っ
た
方
を
偏
見
の
目
で
見
た

り
す
る
人
も
い
る
と
思
う
け
ど
、
私
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、

そ
ん
な
目
で
見
る
人
が
い
な
く
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
」
、
「
み
ん
な
同
じ
人
間
だ
か
ら
、
楽
し
ん
だ
り
喜
ん

だ
り
い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
っ
と
大
事

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
な
ど
、
生
徒
の
成
長
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、

ま
た
丁
寧
な

対
応
と
ご
指

導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
各

施
設
の
方
々

に
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝

え
し
て
お
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

理
数
科
一
・
二
年
生
、
「
理
数
科
研
修
旅
行
」
を
実
施
！

理
数
科
主
任

島
田
朋
成

昨
年
度
か
ら

夏
休
み
に
行
っ
て

い
る
理
数
科
研
修

旅
行
（
…
大
学
の

実
験
施
設
で
大
学

教
授
の
指
導
の
も

と
、
先
端
の
科
学

技
術
に
触
れ
、
科

学
的
な
も
の
の
見

方
や
考
え
方
、
科

学
技
術
の
基
本
原

理
を
知
る
こ
と
が
目
的
）
、
今
年
は
二
年
生
が
七
月
二
七
～

二
九
日
に
崇
城
大
学
（
熊
本
市
）
で
、
一
年
生
が
八
月
三
、

四
日
に
長
崎
総
合
科
学
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

二
年
生
は
全
員
が
薬
の
作
成
（
薬
学
科
）
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
抽

出
（
応
用
微
生
物
工
学
科
）
、
橋
梁
の
作
成
・
強
度
実
験

（
環
境
建
設
工
学
科
）
の
実
験
実
習
に
二
泊
三
日
（
阿
蘇
宿

泊
）
で
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
、
一
年
生
は
自
作
し
た
模
型
船

の
抵
抗
実
験
（
船
舶
工
学
科
）
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
環
境
科
学
科
）
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
運
転
・
計
測

実
験
（
機
械
工
学
科
）
な
ど
の
実
験
実
習
に
二
日
間
（
通
い
）

で
取
り
組
み
、
研
究
を
深
め
ま
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
験
を
体
験
し
た
一
年
生
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
験

は
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
植
物
＋
水
蒸
気

で
ガ
ス
が
で
き
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
植
物
は
何
で
も
良
く
、

そ
の
ガ
ス
を
燃
や
し
て
も
化
石
燃
料
と
違
い
二
酸
化
炭
素
を

増
や
す
こ
と
が
な
い
と
聞
い
て
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
大
変
期

待
が
高
ま
り

ま
し
た
。
」

と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
す
。

生
徒
達
に
大

変
好
評
を
得

て
い
る
こ
の

取
り
組
み
、

今
後
も
続
け

て
い
く
予
定

で
す
。

Ｈ１７第３号（通巻第９号） 青き楓～島高だより～ 平成１７年９月２２日（木）

３０日（金）３年学年末考査（～１０月５日）

３日（月）１・２年中間考査（～５日）
７日（金）芸術鑑賞会
８日（土）土曜講座⑧（３年のみ）

３年特別講座（～１０日）
１４日（金）２年海岸清掃
１５日（土）土曜講座⑨（３年のみ）

英検１次
１９日（水）第２回青楓塾(講演会 講師:熊谷有展先生)
２２日（土）土曜講座⑩（３年のみ）

３年対外模試（～２３日）
２９日（土）３年対外模試，１・２年対外実力
３０日（日）３年対外模試，２年対外実力

１日（火）創立記念日
県高校文化祭総合開会式
３年大学別オープン模試

３日（木）３年対外模試
５日（土）土曜講座⑪

３年対外模試（～６日）
１２日（土）３年大学別オープン模試（～１３日）
１３日（日）英検２次
１９日（土）３年プレテスト（～２０日）
２２日（火）部活動生支援学習会（～２５日）
２３日（水）１年トップレベル

３年大学別オープン模試
２６日（土）土曜講座⑫

３年プレテスト（～２７日）
２８日（月）２年期末考査（～１２月１日）

３日（土）土曜講座⑬
３年記述模試（～４日）

５日（月）１年期末考査（～８日）
２年修学旅行（～９日）

第
二
学
年
か
ら

第
三
学
年
か
ら

理
数
科
か
ら

http://www.shimabara-h.ed.jp/ 〒855-0036 島原市城内２丁目1130番地 TEL:0957-62-4155，63-7100

第
一
学
年
か
ら


